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平成19年３月19日 月曜日 青 森 県 報 ( )号外第14号

高
瀬
川
水
系
河
川
整
備
計
画
(指
定
区
間
)
目
次

頁
序
高
瀬
川
水
系
河
川
整
備
計
画
(指
定
区
間
)
策
定
に
あ
た
っ
て

1

1.
河
川
お
よ
び
流
域
の
概
要

4
1.1
流
域
お
よ
び
河
川
の
概
要

4
1.2
自
然
環
境
お
よ
び
社
会
環
境
の
現
状

7
1.2.1

自
然
環
境
の
現
状

7
1.2.2

社
会
環
境
の
現
状

10
1.2.3

歴
史
・
文
化
財
な
ど

11
1.3
治
水
の
現
状
と
課
題

13
1.3.1

主
な
洪
水
被
害

13
1.3.2

治
水
の
沿
革

14
1.3.3

治
水
の
現
状
と
課
題

17
1.4
水
利
用
お
よ
び
水
量
､
水
質
の
現
状
と
課
題

18
1.5
河
川
環
境
の
現
状
と
課
題

20

2.
河
川
整
備
計
画
の
目
標
に
関
す
る
事
項

21
2.1
計
画
対
象
区
間

21
2.2
計
画
対
象
期
間

22
2.3
河
川
整
備
計
画
の
目
標

23
2.3.1

洪
水
に
よ
る
災
害
発
生
の
防
止
ま
た
は
軽
減
に
関
す
る
事
項

23
2.3.2

河
川
の
適
正
な
利
用
お
よ
び
流
水
の
正
常
な
機
能
維
持
に
関
す
る
事
項

24
2.3.3

河
川
環
境
の
整
備
と
保
全
に
関
す
る
事
項

25

3.
河
川
の
整
備
の
実
施
に
関
す
る
事
項

26
3.1
河
川
工
事
の
目
的
､
種
類
お
よ
び
施
工
場
所
並
び
に
当
該
工
事
の
施
工
に
よ
り

設
置
さ
れ
る
河
川
管
理
施
設
の
機
能
の
概
要

26
3.2
河
川
の
維
持
の
目
的
､
種
類
お
よ
び
施
工
の
場
所

38
3.2.1

河
川
の
維
持
の
基
本
と
な
る
べ
き
事
項

38
3.2.2

河
川
の
維
持
の
目
的
､
種
類

38

4.
そ
の
他
河
川
整
備
を
総
合
的
に
行
う
た
め
の
必
要
事
項

39
4.1
河
川
情
報
の
提
供
と
共
有
化

39
4.2
地
域
と
の
連
携

39
4.3
上
下
流
と
流
域
内
の
関
連
行
政
と
の
連
携

39

序
高
瀬
川
水
系
河
川
整
備
計
画
(指
定
区
間
)策
定
に
あ
た
っ
て

本
計
画
は
､
河
川
法
(昭
和
39年

法
律
第
167号

)
第
16条

第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
､
平

成
16年
10月
に
策
定
さ
れ
た
｢高
瀬
川
水
系
河
川
整
備
基
本
方
針
｣
に
沿
っ
て
､
同
法
第
16条

の
２
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
､
当
面
実
施
す
る
河
川
工
事
の
目
的
､
種
類
､
場
所
等
の
具
体

的
事
項
を
示
す
法
定
計
画
を
定
め
る
も
の
で
す
｡

�
計
画
の
基
本
理
念

高
瀬
川
水
系
で
は
､
洪
水
か
ら
貴
重
な
生
命
・
財
産
を
守
り
､
地
域
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
な
社
会
基
盤
の
整
備
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
｡
ま
た
､
我
が
国
屈
指
の
小
川
原

湖
の
微
汽
水
環
境
に
配
慮
し
つ
つ
､
高
瀬
川
の
自
然
豊
か
な
環
境
を
後
世
に
保
全
､
継
承
す
る
と

と
も
に
､
地
域
の
個
性
と
活
力
､
文
化
が
実
感
で
き
る
川
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
､
関
係
機
関
や

地
域
住
民
と
共
通
の
認
識
を
持
ち
､
連
携
を
強
化
し
な
が
ら
治
水
・
利
水
・
環
境
に
係
わ
る
施
策

を
総
合
的
に
展
開
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
｡

こ
の
た
め
､
河
川
整
備
の
現
況
､
水
害
の
発
生
状
況
､
流
域
の
文
化
お
よ
び
河
川
環
境
の
保
全

等
を
考
慮
し
､
社
会
経
済
情
勢
の
発
展
に
も
十
分
配
慮
し
て
､
水
源
か
ら
河
口
ま
で
一
貫
し
た
計

画
に
よ
り
洪
水
か
ら
貴
重
な
生
命
・
財
産
を
守
る
｢安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
基
盤
整
備
｣
､
流

域
の
水
利
用
の
合
理
化
や
関
係
機
関
､
地
域
住
民
と
の
連
携
に
よ
る
流
域
一
体
と
な
っ
た
取
組
に

よ
る
｢健
全
な
水
循
環
系
の
構
築
｣
､
災
害
発
生
防
止
､
河
川
の
適
正
な
利
用
､
河
川
環
境
の
整

備
と
保
全
に
よ
る
河
川
の
多
面
的
機
能
が
十
分
に
発
揮
で
き
る
｢適
正
な
維
持
管
理
｣
を
３
つ
の

基
本
理
念
と
し
て
本
計
画
を
策
定
し
ま
す
｡

①
｢安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
基
盤
整
備
｣

小
川
原
湖
周
辺
は
土
地
が
低
く
､
湖
水
位
の
影
響
を
受
け
や
す
い
こ
と
や
､
河
川
の
未
改

修
部
分
で
は
流
下
能
力
が
小
さ
い
た
め
に
浸
水
被
害
が
頻
発
し
て
い
ま
す
｡
よ
っ
て
､
人
々

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
形
成
を
目
指
し
ま
す
｡

②
｢健
全
な
水
循
環
系
の
構
築
｣

県
で
は
､
｢青
森
県
ふ
る
さ
と
の
森
と
川
と
海
の
保
全
及
び
創
造
に
関
す
る
条
例
(平
成

13年
12月
青
森
県
条
例
第
71号
)
｣
を
制
定
し
､
青
森
県
の
森
林
､
河
川
､
海
岸
が
で
き
る

限
り
自
然
の
状
態
で
維
持
さ
れ
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
､
河
川
環
境
の
保
全
に
努
め
て
い
ま

す
｡森
林
､
河
川
､
海
岸
が
自
然
の
状
態
で
維
持
さ
れ
る
に
は
､
そ
れ
ら
を
結
ぶ
水
循
環
系
が

健
全
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
｡
水
循
環
系
は
一
連
の
水
の
流
れ
の
過
程
に
お
い
て
､
私
た

ち
の
日
常
生
活
や
食
料
生
産
と
も
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
ま
す
｡
私
た
ち
は
､
一
人
ひ
と
り

が
こ
の
こ
と
に
気
づ
き
､
流
域
一
体
と
な
っ
て
健
全
な
水
循
環
系
の
構
築
を
目
指
し
ま
す
｡

③
｢適
正
な
維
持
管
理
｣

洪
水
等
に
よ
る
災
害
の
防
止
､
動
植
物
の
生
息
・
生
育
環
境
へ
の
配
慮
等
､
多
面
的
な
要

請
に
対
し
て
は
､
河
川
の
利
用
者
や
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
つ
つ
､
住
民
の
協
力
を
得

な
が
ら
河
川
の
特
性
に
配
慮
し
た
維
持
管
理
を
目
指
し
ま
す
｡
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平成19年３月19日 月曜日 青 森 県 報( ) 号外第14号
�
健
全
な
水
循
環
系
の
構
築
の
た
め
､
県
で
行
っ
て
い
る
施
策
の
紹
介

計
画
の
基
本
理
念
の
ひ
と
つ
で
あ
る
｢健
全
な
水
循
環
系
の
構
築
｣
に
向
け
て
､
現
在
県
で
行
っ

て
い
る
施
策
を
以
下
に
紹
介
し
ま
す
｡

こ
の
よ
う
な
地
域
住
民
と
連
携
し
た
取
組
を
通
じ
て
､
本
計
画
を
進
め
る
も
の
と
し
ま
す
｡

・
青
森
県
河
川
愛
護
里
親
制
度
(ア
ダ
プ
ト
制
度
)

河
川
愛
護
団
体
や
地
域
住
民
等
が
｢里
親
｣
と
な
っ
て
､
あ
る
一
定
区
間
の
河
川
を
｢養

子
｣
と
し
て
､
河
川
敷
の
除
草
や
清
掃
等
の
美
化
活
動
を
行
う
こ
と
に
よ
り
､
美
し
い
河
川

環
境
を
創
出
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
｡
県
は
､
里
親
の
行
う
河
川
愛
護
活
動
を
支
援
し
て

お
り
ま
す
｡

・
水
辺
再
発
見
推
進
事
業

地
域
住
民
が
自
ら
の
手
で
､
簡
易
水
質
調
査
(パ
ッ
ク
テ
ス
ト
)
や
､
生
息
す
る
水
生
生

物
に
基
づ
い
た
簡
易
な
水
質
判
定
と
い
っ
た
､
身
近
な
水
辺
環
境
の
調
査
を
行
う
こ
と
に
よ

り
､
水
辺
環
境
に
対
す
る
意
識
を
高
め
る
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
｡

・
あ
お
も
り
の
川
紹
介
(お
ら
ほ
の
川
自
慢
)

河
川
の
親
し
み
や
す
さ
や
快
適
性
な
ど
の
現
状
を
評
価
す
る
た
め
に
､
地
域
住
民
､
河
川

空
間
の
利
用
者
に
川
の
紹
介
表
(す
ば
ら
し
い
：
５
つ
星
～
相
当
悪
い
：
１
つ
星
で
評
価
)

を
作
成
し
て
も
ら
う
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
｡

・
川
の
ス
ク
ー
ル
ア
ダ
プ
ト
推
進
事
業

高
校
近
く
の
河
川
を
対
象
に
｢養
子
縁
組
(ア
ダ
プ
ト
)
｣
を
行
い
､
環
境
調
査
､
河
川

敷
の
除
草
､
ゴ
ミ
拾
い
な
ど
の
体
験
学
習
を
通
じ
て
､
地
域
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
や
他
人

を
思
い
や
る
心
を
育
む
も
の
で
す
｡
県
は
､
こ
れ
ら
の
活
動
を
支
援
し
て
お
り
ま
す
｡

�
計
画
対
象
区
間

本
計
画
の
対
象
区
間
は
､
高
瀬
川
水
系
の
う
ち
青
森
県
知
事
が
管
理
す
る
区
間
と
し
ま
す
(河

川
の
位
置
は
６
頁
を
参
照
)
｡

�
計
画
対
象
期
間

本
整
備
計
画
の
対
象
期
間
は
､
概
ね
30年
間
と
し
ま
す
｡

な
お
､
本
計
画
は
､
現
時
点
の
流
域
の
社
会
状
況
､
自
然
状
況
､
河
道
状
況
に
基
づ
い
て
策
定

さ
れ
た
も
の
で
す
｡
そ
の
た
め
､
策
定
後
も
､
こ
れ
ら
の
状
況
の
変
化
や
新
た
な
知
見
､
技
術
の

進
歩
等
の
変
化
に
よ
り
､
適
宜
見
直
し
ま
す
｡

�

河
川
・
湖
沼
名

区
域

指
定
区
間
延
長
(㎞
)

高
瀬
川

小
川
原
湖
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

27.2

前
川

小
川
原
湖
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

0.9

高
瀬
川
放
水
路

小
川
原
湖
分
派
点
～
河
口

1.7

内
沼

－
4.4

姉
沼
川

小
川
原
湖
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

9.0

古
間
木
川

姉
沼
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

4.6

氷
沢
川

古
間
木
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

0.6

砂
土
路
川

小
川
原
湖
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

11.3

流
川

小
川
原
湖
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

0.3

津
花
川

小
川
原
湖
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

0.3

土
場
川

小
川
原
湖
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

6.3

赤
川

高
瀬
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

8.3

坪
川

高
瀬
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

25.1

二
ツ
森
川

坪
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

6.3

中
野
川

坪
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

11.7

市
ノ
渡
川

中
野
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

4.2

栗
ノ
木
沢
川

市
ノ
渡
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

2.4

小
坪
川

坪
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

2.7

川
去
川

高
瀬
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

7.3

大
林
川

高
瀬
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

5.5

作
田
川

高
瀬
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

10.7

大
作
沢
川

作
田
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

0.8

鳥
谷
沢
川

高
瀬
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

0.8

表
�
1
整
備
計
画
対
象
区
間
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１
.
河
川
お
よ
び
流
域
の
概
要

1.1
流
域
お
よ
び
河
川
の
概
要

高 た
か瀬
せ

川 が
わ

(七
戸
川

し
ち
の
へ
が
わ)
は
､
青
森
県
東
南
部
の
下
北

し
も
き
た半
島
の
つ
け
根
に
あ
た
る
太
平
洋
側
に
位
置

し
て
い
ま
す
｡
そ
の
水
源
は
八
甲

は
っ
こ
う田
だ

山
系
の
八
幡
岳

は
ち
ま
ん
だ
け

(標
高
1,020ｍ

)
付
近
に
発
し
､
東
流
し

て
七
戸
町

し
ち
の
へ
ま
ちで
作 さ
く田
た

川 が
わを
合
わ
せ
､
七
戸
町
の
市
街
地
を
貫
流
し
た
後
は
､
東
北
町

と
う
ほ
く
ま
ち

(旧
上
北
町

か
み
き
た
ま
ち)

で
坪
川

つ
ぼ
か
わ､
赤
川

あ
か
が
わ等
の
支
川
を
合
わ
せ
小
お

川
原

が
わ
ら湖
こ

に
至
り
ま
す
｡
小
川
原
湖
で
は
､
砂
さ

土
ど

路
ろ

川 が
わ､
土
ど

場
ば

川 が
わ､
姉 あ
ね沼 ぬ
ま川 が
わ等
と
い
っ
た
他
の
支
川
を
集
め
､
さ
ら
に
湖
の
北
部
か
ら
太
平
洋
に
注
ぐ
､
流
域

面
積
867

�
､
幹
川
流
路
延
長
64㎞

の
一
級
河
川
で
す
｡
そ
の
流
域
は
､
２
市
４
町
１
村
か
ら
な

り
､
中
下
流
部
に
は
青
森
県
上
十
三

か
み
と
う
さ
ん地
ち

域 い
きの
拠
点
で
あ
る
三
み

沢 さ
わ市
し

､
十
と

和
わ

田
だ

市
し

等
を
擁
し
､
こ
の

地
域
に
お
け
る
社
会
・
経
済
・
文
化
の
基
盤
を
な
し
て
い
ま
す
｡
川
幅
は
､
上
流
域
で
約
20ｍ
､

中
流
域
で
約
30～

50ｍ
､
下
流
域
で
約
70～

100ｍ
と
な
っ
て
い
ま
す
｡
ま
た
､
河
床
勾
配
は
上

流
域
で
1/150､

中
流
域
で
1/400～

1/1,000､
下
流
域
で
1/2,000と

な
っ
て
い
ま
す
｡

七
戸
川
の
左
支
川
で
あ
る
坪
川
は
､
八
甲
田
山
系
の
七
十
森
山

し
ち
じ
ゅ
う
も
り
や
ま

(標
高
886ｍ

)
に
源
を
発
し
､

上
北
鉱
山

か
み
き
た
こ
う
ざ
んに
至
っ
て
約
９
㎞
の
間
は
山
地
が
迫
る
深
い
谷
を
形
成
す
る
渓
流
と
な
っ
て
北
東
に
流

下
し
て
天
間
ダ
ム
に
流
入
し
ま
す
｡
そ
の
後
ダ
ム
サ
イ
ト
よ
り
１
㎞
下
流
で
右
支
川
小
こ

坪 つ
ぼ川 が
わを
合

流
､
合
流
後
は
流
向
を
大
き
く
変
え
て
東
南
に
向
い
段
丘
状
に
広
が
る
水
田
地
帯
を
貫
流
し
､
七

戸
町
(旧
天
間
林

て
ん
ま
ば
や
し村 む
ら)
小
こ

又 ま
た地
先
で
平
野
部
に
至
り
ま
す
｡
小
又
地
先
よ
り
下
流
で
は
平
野
が
帯

状
に
ひ
ら
け
､
寺
沢

て
ら
さ
わ地
先
で
右
支
川
中 な
か野
の

川 が
わを
入
れ
た
後
は
流
向
を
東
に
変
え
約
3.6㎞

流
下
し

て
七
戸
川
に
合
流
し
ま
す
｡
川
幅
は
､
上
流
域
で
約
20～
30ｍ
､
下
流
域
で
約
30～
50ｍ
と
な
っ

て
い
ま
す
｡
ま
た
､
河
床
勾
配
は
上
流
域
で
1/200～

1/900､
下
流
域
で
1/1,700と

な
っ
て
い
ま

す
｡
そ
の
流
域
面
積
は
222.3�

､
流
路
延
長
は
35.9㎞

で
す
｡

七
戸
川
の
左
支
川
で
あ
る
赤
川
は
､
東
北
町
の
上
板
橋

か
み
い
た
ば
し地
先
よ
り
約
2.5㎞

上
流
付
近
に
源
を

発
し
東
方
へ
流
下
後
､
大
旗

お
お
は
た屋
や

地
先
で
急
に
東
南
に
流
向
を
転
じ
乙
供

お
っ
と
もの
市
街
地
を
貫
流
し
､
東

北
本
線
に
沿
っ
て
細
長
い
水
田
地
帯
を
流
下
し
､
豊 と
よ田
だ

地
先
で
七
戸
川
に
合
流
し
ま
す
｡
川
幅
は

約
20～

30ｍ
､
河
床
勾
配
は
1/900と

な
っ
て
い
ま
す
｡
そ
の
流
域
面
積
は
47.7

�
､
流
路
延
長

は
19.2㎞

で
す
｡

七
戸
川
の
左
支
川
で
あ
る
作
田
川
は
､
八
甲
田
山
系
の
八
幡
岳

は
ち
ま
ん
だ
け付
近
に
そ
の
源
を
発
し
､
山
地

の
約
３
㎞
を
流
下
し
て
作
田
ダ
ム
に
流
入
し
ま
す
｡
そ
の
後
は
東
南
に
流
下
し
､
七
戸
町
一
ツ
坂

地
先
か
ら
は
段
丘
状
に
広
が
る
水
田
地
帯
を
貫
流
し
､
七
戸
町
向
町

む
か
い
ま
ち地
先
(市
街
地
直
上
部
)
で

七
戸
川
に
合
流
し
ま
す
｡
川
幅
は
約
15～

20ｍ
､
河
床
勾
配
は
1/150と

な
っ
て
い
ま
す
｡
そ
の

流
域
面
積
は
26.4�

､
流
路
延
長
は
12.2㎞

で
す
｡

土
場
川
は
､
東
北
町
豊
前

と
よ
ま
え地
先
に
そ
の
源
を
発
し
､
丘
陵
地
帯
に
わ
ず
か
に
ひ
ら
け
た
水
田
に

沿
っ
て
南
流
し
､
保
ほ

戸
ど

沢 さ
わ地
先
に
お
い
て
平
野
部
に
至
り
丘
陵
地
の
す
そ
野
に
沿
っ
て
南
流
を
続

け
､
七
戸
町
(旧
天
間
林
村
)
甲 こ
う田
だ

地
先
で
流
向
を
東
に
転
じ
､
小
川
原
湖
に
至
り
ま
す
｡
川
幅

は
約
70ｍ

､
河
床
勾
配
は
1/1,000と

な
っ
て
い
ま
す
｡
そ
の
流
域
面
積
は
92.4

�
､
流
路
延
長
は

17㎞
で
す
｡

砂
土
路
川
は
､
十
和
田
市
深
持

ふ
か
も
ち地
先
に
そ
の
源
を
発
し
て
丘
陵
地
を
北
東
へ
流
下
し
､
国
道
４

号
に
お
い
て
平
野
部
に
至
り
､
流
路
沿
い
の
細
長
い
水
田
地
帯
を
貫
流
し
小
川
原
湖
に
至
り
ま
す
｡

川
幅
は
約
30～
60ｍ
､
河
床
勾
配
は
1/500～

1/2,000と
な
っ
て
い
ま
す
｡
そ
の
流
域
面
積
は
101.9

�
､
流
路
延
長
23㎞
で
す
｡

古 ふ
る間
ま

木
き

川 が
わは
､
青
森
県
の
太
平
洋
岸
に
位
置
す
る
お
い
ら
せ
町
､
六
戸
町

ろ
く
の
へ
ま
ちの
標
高
50ｍ
付
近
の

丘
陵
地
に
そ
の
源
を
発
し
､
丘
陵
間
の
谷
地
田
を
北
流
し
て
三
沢
市
に
至
り
､
三
沢
駅
付
近
の
市

街
地
部
を
貫
流
し
て
東
北
本
線
と
交
差
し
な
が
ら
ほ
ぼ
並
行
し
て
北
流
し
て
､
姉
沼
川
に
合
流
し

ま
す
｡
川
幅
は
､
上
流
部
で
は
､
三
沢
市
の
市
街
地
よ
り
上
流
側
で
約
５
ｍ
､
市
街
地
で
約
２
～

８
ｍ
､
下
流
部
で
あ
る
市
街
地
よ
り
下
流
で
は
約
15ｍ
と
な
っ
て
い
ま
す
｡
ま
た
､
河
床
勾
配
は

上
流
部
で
1/200～

1/300､
下
流
部
で
1/300～

1/500と
な
っ
て
い
ま
す
｡
そ
の
流
域
面
積
は
11.3

�
､
流
路
延
長
は
５
㎞
で
す
｡
な
お
､
姉
沼
川
は
姉
沼
に
流
入
し
た
後
､
小
川
原
湖
に
至
り
ま
す
｡

�

４
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1.2
自
然
環
境
お
よ
び
社
会
環
境
の
現
状

1.2.1
自
然
環
境
の
現
状

�
地
形
・
地
質

高
瀬
川
流
域
の
大
部
分
は
三
本

さ
ん
ぼ
ん木
ぎ

原 は
ら台

地
お
よ
び
六
ヶ
所
高
原
な
ど
の
洪
積
台
地

と
､
小
川
原
湖
お
よ
び
河
川
周
辺
の
小
川

原
湖
低
地
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
｡
こ
の

平
坦
な
台
地
を
囲
む
よ
う
に
､
北
部
に
下

北
丘
陵
､
西
部
に
奥
羽
山
脈
が
広
が
り
､

南
部
は
北
上
高
地
の
北
縁
に
連
な
っ
て
い

ま
す
｡
流
域
内
の
標
高
比
率
を
み
る
と
､
標
高

50ｍ
以
下
の
地
域
が
45.6％

と
も
っ
と
も

多
く
､
標
高
100ｍ

以
下
の
地
域
は
73.5

％
と
流
域
の
大
部
分
を
占
め
て
い
ま
す
｡

流
域
の
地
質
は
､
西
部
の
山
地
域
で
は
､
第
三
紀
の
安
山
岩
類
な
ど
か
ら
な
り
ま
す
｡
ま
た
､

東
部
の
小
川
原
湖
周
辺
お
よ
び
そ
こ
へ
流
入
す
る
河
川
の
中
流
部
で
は
､
表
層
部
は
第
四
紀
の
地

層
で
覆
わ
れ
て
お
り
､
そ
の
下
部
は
第
三
紀
の
砂
岩
､
シ
ル
ト
岩
､
凝
灰
質
岩
な
ど
か
ら
な
っ
て

い
ま
す
｡

�
気
候

高
瀬
川
流
域
は
､
夏
が
短
く
冬
が
長
い
冷
涼
型
の
気
候
に
属
し
ま
す
｡
特
に
５
～
８
月
に
か
け

て
吹
く
冷
湿
な
北
東
風
は
“
や
ま
せ
”
と
呼
ば
れ
､
気
温
は
３
～
４
度
も
急
激
に
下
が
り
､
昼
夜

を
通
じ
て
霧
雨
ま
じ
り
の
状
態
が
続
き
､
稲
の
生
育
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
冷
害
を
引
き
起

こ
し
ま
す
｡

年
間
の
降
水
量
は
三
沢
地
点
で
約
1,300㎜

程
度
で
､
全
国
平
均
(約
1,800㎜

)
に
比
較
し
て

少
な
く
､
積
雪
量
も
八
甲
田
山
に
近
い
上
流
域
で
は
200㎝

を
超
え
ま
す
が
､
全
体
と
し
て
は
太

平
洋
側
に
向
か
う
ほ
ど
積
雪
量
は
少
な
く
な
り
､
近
年
の
観
測
結
果
に
よ
る
と
､
１
～
２
月
の
平

均
積
雪
深
は
小
川
原
湖
の
位
置
す
る
下
流
部
で
は
25㎝
を
下
回
っ
て
い
ま
す
｡

�

図
1
� 2
高
瀬
川
流
域
の
標
高
区
分
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�
動
植
物

小
川
原
湖
よ
り
上
流
の
県
管
理
区
間
に
お
い
て
生
息
す
る
魚
類
と
し
て
は
､
ヤ
マ
メ
､
イ
ワ
ナ

等
の
清
冽
な
水
を
好
む
種
や
､
ア
ブ
ラ
ハ
ヤ
､
ド
ジ
ョ
ウ
等
の
淡
水
魚
､
ウ
グ
イ
､
ワ
カ
サ
ギ
等

の
回
遊
魚
な
ど
多
く
挙
げ
ら
れ
ま
す
｡

特
に
､
水
が
き
れ
い
で
穏
や
か
な
流
れ
に
生
息
す
る
イ
バ
ラ
ト
ミ
ヨ
は
､
青
森
県
レ
ッ
ド
デ
ー

タ
ブ
ッ
ク
に
お
い
て
重
要
希
少
野
生
生
物
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
｡
ま
た
､
ワ
カ
サ
ギ
に
は

小
川
原
湖
で
一
生
を
過
ご
す
も
の
と
､
海
か
ら
遡
上
す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
が
､
海
か
ら
遡
上
す

る
も
の
は
､
高
瀬
川
(七
戸
川
)
の
Ｊ
Ｒ
橋
か
ら
下
流
域
や
､
砂
土
路
川
に
お
い
て
６
～
７
月
頃

に
大
量
の
産
卵
を
し
ま
す
｡

鳥
類
に
つ
い
て
は
､
こ
れ
ら
の
魚
を
餌
と
す
る
カ
ワ
セ
ミ
や
ゴ
イ
サ
ギ
､
ア
オ
サ
ギ
等
の
サ
ギ

類
や
､
ヨ
シ
原
を
生
息
空
間
と
す
る
オ
オ
ヨ
シ
キ
リ
な
ど
が
生
息
し
て
い
ま
す
｡
ま
た
､
冬
に
な

る
と
坪
川
や
七
戸
川
(小
川
原
湖
周
辺
の
下
流
域
)
､
小
川
原
湖
に
は
ハ
ク
チ
ョ
ウ
が
飛
来
し
ま

す
｡
小
川
原
湖
の
ハ
ク
チ
ョ
ウ
は
県
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
｡

川
沿
い
に
は
ヤ
ナ
ギ
等
の
河
畔
林
が
見
ら
れ
､
特
に
下
流
域
で
は
ヨ
シ
原
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
｡

ヤ
ナ
ギ
の
河
畔
林
や
ヨ
シ
原
は
河
川
景
観
を
良
好
に
保
つ
だ
け
で
な
く
､
魚
類
の
餌
の
供
給
源
で

あ
り
､
産
卵
場
､
稚
魚
の
隠
れ
場
や
洪
水
時
の
避
難
場
所
と
し
て
重
要
な
役
割
を
持
ち
ま
す
｡
さ

ら
に
､
陸
上
動
物
の
移
動
経
路
や
休
息
の
場
､
鳥
類
の
産
卵
､
採
餌
場
と
も
な
っ
て
い
ま
す
｡

植
生
に
つ
い
て
､
流
域
は
西
部
の
標
高
1,022ｍ

の
八
幡
岳
か
ら
小
川
原
湖
付
近
の
標
高
０
ｍ

近
く
ま
で
､
約
1,000ｍ

の
標
高
差
が
あ
り
､
冷
温
帯
か
ら
低
地
帯
に
い
た
る
幅
広
い
植
物
相
が

見
ら
れ
ま
す
｡

流
域
の
植
生
分
布
は
､
西
部
の
山
地
か
ら
標
高
300ｍ

ま
で
は
､
冷
温
帯
の
代
表
的
な
自
然
植

生
で
あ
る
ブ
ナ
林
が
優
勢
で
す
｡
流
域
の
東
部
に
あ
た
る
小
川
原
湖
周
辺
は
ハ
ン
ノ
キ
林
､
ヤ
ナ

ギ
林
な
ど
低
湿
地
の
自
然
植
生
の
分
布
が
見
ら
れ
ま
す
｡
ま
た
､
小
川
原
湖
に
注
ぐ
高
瀬
川
(七

戸
川
)
の
河
口
付
近
の
低
湿
地
で
は
､
ヨ
シ
群
落
等
の
ヨ
シ
ク
ラ
ス
の
自
然
河
畔
植
生
が
広
く
分

布
し
て
い
ま
す
｡

河
川
沿
い
の
谷
底
平
野
に
は
水
田
が
広
く
分
布
し
､
丘
陵
地
・
台
地
に
お
い
て
は
ス
ギ
・
ヒ
ノ

キ
植
林
な
ど
の
代
償
植
生
や
畑
が
見
ら
れ
､
ま
と
ま
っ
た
牧
草
地
も
散
在
し
て
い
ま
す
｡

山
麓
部
で
は
､
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
植
林
と
二
次
林
が
混
在
し
､
標
高
の
低
い
と
こ
ろ
で
は
コ
ナ
ラ

林
が
､
標
高
の
高
い
と
こ
ろ
で
は
ミ
ズ
ナ
ラ
林
が
優
勢
と
な
っ
て
い
ま
す
｡

こ
れ
ら
の
植
生
の
中
で
､
自
然
度
の
高
い
植
生
が
集
中
し
て
み
ら
れ
る
の
は
､
小
川
原
湖
､
七

戸
川
の
湖
沼
地
帯
と
､
田
面
木
沼
・
市
柳
沼
の
湖
沼
お
よ
び
砂
丘
地
帯
で
す
｡
こ
こ
に
は
､
湖
沼

内
の
水
生
植
物
群
落
や
周
囲
の
湿
性
植
物
群
落
､
ヤ
ナ
ギ
林
､
ハ
ン
ノ
キ
林
な
ど
の
低
湿
地
の
自

然
植
生
が
見
ら
れ
ま
す
｡

高
瀬
川
流
域
に
は
､
こ
の
他
に
も
多
種
多
様
の
動
植
物
が
生
息
し
て
お
り
､
豊
か
な
自
然
環
境

が
保
持
さ
れ
て
い
ま
す
｡

�

８
９



平成19年３月19日 月曜日 青 森 県 報( ) 号外第14号
1.2.2

社
会
環
境
の
現
状

高
瀬
川
流
域
は
２
市
４
町
１
村
か
ら
な
り
､
中
下
流
部
に
は
青
森
県
上
十
三
地
域
の
拠
点
で
あ

る
三
沢
市
､
十
和
田
市
等
を
擁
し
､
こ
の
地
域
の
社
会
・
経
済
・
文
化
の
基
盤
を
な
し
て
い
ま
す
｡

高
瀬
川
流
域
の
土
地
利
用
状
況
は
､
山

地
等
が
約
69％
と
多
く
､
水
田
や
畑
地
等

の
農
地
が
約
29％
､
宅
地
等
の
市
街
地
が

約
2％
で
す
｡
三
本
木
原
を
中
心
と
し
た

農
地
や
放
牧
地
が
広
が
っ
て
お
り
､
稲
作

や
根
茎
菜
等
の
畑
作
､
畜
産
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
｡
放
牧
地
は
流
域
の
上
流
側
に
多

く
点
在
し
て
お
り
､
水
田
は
七
戸
川
､
土

場
川
､
砂
土
路
川
な
ど
が
集
ま
る
低
地
に

集
中
し
て
い
ま
す
｡

流
域
内
人
口
は
長
期
的
に
は
微
増
傾
向
に
あ
り
､
平
成
12年
で
約
18万
人
と
な
っ
て
い
ま
す
｡

産
業
は
､
農
業
な
ど
の
第
1次
産
業
人
口
は
減
少
し
て
い
る
も
の
の
､
第
２
次
お
よ
び
第
３
次

産
業
の
就
業
者
は
大
き
く
増
加
し
て
お
り
､
流
域
内
の
製
造
品
出
荷
額
等
を
み
る
と
､
昭
和
60年

の
約
970億

円
に
比
較
し
て
平
成
15年
で
は
約
1,760億

円
と
約
1.8倍

に
増
加
し
て
い
ま
す
｡

流
域
内
の
交
通
機
関
と
し
て
､
JR
東
北
本
線
､
三
沢
飛
行
場
､
国
道
４
号
等
と
い
っ
た
基
幹

交
通
施
設
が
挙
げ
ら
れ
る
ほ
か
､
現
在
東
北
新
幹
線
が
整
備
中
で
あ
り
ま
す
｡
ま
た
､
東
北
新
幹

線
は
単
に
流
域
を
通
過
す
る
だ
け
で
な
く
､
青
森
－
八
戸
間
の
中
間
駅
と
し
て
流
域
内
の
七
戸
町

に
駅
舎
の
設
置
が
予
定
さ
れ
､
流
域
内
に
お
け
る
振
興
の
重
要
な
拠
点
施
設
と
し
て
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
｡

1.2.3
歴
史
・
文
化
財
な
ど

高
瀬
川
流
域
の
歴
史
は
古
く
､
小
川
原
湖
の
湖
岸
お
よ
び
七
戸
川
沿
川
の
低
地
部
周
辺
に
は
､

縄
文
時
代
の
遺
跡
や
貝
塚
が
数
多
く
存
在
し
て
お
り
､
流
域
内
に
は
周
知
の
埋
蔵
文
化
財
と
し
て

679箇
所
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
｡
特
に
二
ツ
森
貝
塚
は
､
東
北
地
方
に
お
け
る
最
大
規
模
の
貝

塚
と
さ
れ
､
ほ
か
に
も
鯨
森
遺
跡
・
向
平
遺
跡
・
中
志
貝
塚
な
ど
多
く
の
遺
跡
や
貝
塚
が
分
布
し
､

古
代
よ
り
小
川
原
湖
は
人
々
の
暮
ら
し
・
営
み
と
深
い
関
わ
り
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
｡

流
域
に
は
､
縄
文
時
代
の
遺
跡
の
ほ
か
に
も
中
世
城
館
跡
な
ど
の
歴
史
的
地
物
が
多
く
存
在
し

て
い
ま
す
｡
前
述
の
二
ツ
森
貝
塚
の
ほ
か
､
七
戸
城
趾
と
い
っ
た
史
跡
､
南
部
七
戸
見
町
観
音
堂

庶
民
信
仰
資
料
な
ど
の
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
､
小
川
原
湖
の
ハ
ク
チ
ョ
ウ
な
ど
の
天
然
記
念
物

な
ど
､
下
表
の
と
お
り
国
・
県
合
わ
せ
て
13の
指
定
文
化
財
､
９
の
登
録
有
形
文
化
財
が
存
在
し

て
い
ま
す
｡

�

図
1
� 4
高
瀬
川
流
域
の
土
地
利
用
面
積

図
1
� 5
高
瀬
川
流
域
に
お
け
る
人
口
の
推
移

表
1
� 1
高
瀬
川
流
域
内
に
お
け
る
文
化
財
一
覧
表

指
定
登
録

種
別

名
称

所
在
地

時
代
由
来
・
備
考

地
図
番
号

国
史
跡

七
戸
城
跡

上
北
郡
七
戸
町
字
七
戸
平
安
時
代
後
期
｡
作
田
川
､
和
田
川
合
流
点
付
近
の
洪
積
台
地
の
先
端

を
利
用
し
て
造
ら
れ
て
い
る
｡

⑩

国
二
ツ
森
貝
塚

上
北
郡
七
戸
町

字
貝
塚
家
ノ
前

縄
文
時
代
前
期
は
海
水
性
の
貝
塚
､
同
中
期
は
汽
水
性
の
貝
塚
が
形
成

さ
れ
る
｡
貝
塚
及
び
集
落
遺
跡

④

国

重
要
有

形
民
俗

文
化
財

南
部
の
さ
し
こ
仕
事
着

コ
レ
ク
シ
ョ
ン

小
川
原
湖
民
族
博
物
館

展
示
・
小
牧
温
泉
内

南
部
地
方
の
農
家
で
農
作
業
の
仕
事
着
に
用
い
た
｡
実
用
性
と
装
飾
美

を
工
夫
し
た
手
工
芸
の
技
｡

⑬

国
南
部
七
戸
見
町
観
音
堂

庶
民
信
仰
資
料

絵
馬
館
展
示
・
上
北
郡

七
戸
町
字
荒
熊
内

67� 94
羽
子
板
､
読
経
札
等
計
359点

と
多
様
に
富
み
､
当
地
区
の
特
色
あ
る

庶
民
信
仰
の
実
態
と
推
移
を
知
る
重
要
な
資
料
｡

⑦

国
南
部
七
戸
小
田
子

不
動
堂
奉
納
絵
馬

絵
馬
館
展
示
・
上
北
郡

七
戸
町
字
荒
熊
内

67� 94
絵
馬
108点

｡
古
く
か
ら
良
馬
の
産
地
と
し
て
著
名
で
あ
っ
た
南
部
地

方
に
お
け
る
江
戸
時
代
の
絵
馬
奉
納
の
本
源
的
風
習
を
示
す
も
の
｡

⑨

国

登
録
有

形
文
化

財

盛
田
牧
場
１
号
厩
舎

(南
部
曲
屋
育
成
厩
舎
)

上
北
郡
七
戸
町

字
膝
森
４

明
治
45年
５
月
建
築
と
分
か
る
牧
場
最
古
の
建
物
､
近
代
の
牧
場
景
観

を
現
在
に
伝
え
る
｡

⑭

国
盛
田
牧
場
２
号
厩
舎

(育
成
厩
舎
)

大
正
12年
建
築
､
東
側
屋
根
は
昭
和
27年
増
築
｡
１
号
厩
舎
か
ら
の
発

展
を
物
語
る
｡

国
盛
田
牧
場
３
号
厩
舎

(繁
殖
厩
舎
)

大
正
９
年
建
築
｡
均
整
の
取
れ
た
外
観
を
構
成
し
て
い
る
｡

国
盛
田
牧
場
４
号
厩
舎

(繁
殖
厩
舎
)

昭
和
15年
建
築
｡
雄
大
な
規
模
な
が
ら
､
素
朴
な
外
観
で
､
機
能
重
視

へ
の
移
行
が
う
か
が
わ
れ
る
｡

国
盛
田
牧
場
５
号
厩
舎

(種
牡
馬
厩
舎
)

昭
和
15年
建
築
｡
瀟
洒
な
意
匠
で
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
｡

国
盛
田
牧
場

馬
頭
観
音
堂
奥
殿

明
治
初
期
建
築
｡
盛
田
家
の
稲
荷
大
明
神
で
あ
っ
た
の
が
､
戦
後
に
現

地
に
移
築
､
馬
頭
観
音
を
祀
る
｡

国
盛
田
牧
場

馬
頭
観
音
堂
拝
殿

明
治
40年
頃
建
築
｡
盛
田
家
の
稲
荷
大
明
神
を
移
築
す
る
ま
で
は
､
馬

頭
観
音
を
祀
っ
て
い
た
｡

国
盛
田
牧
場

馬
頭
観
音
堂
鳥
居

昭
和
初
期
建
築
｡
奥
殿
や
拝
殿
と
と
も
に
､
牧
場
景
観
の
構
成
要
素
と

し
て
欠
か
せ
な
い
存
在
｡

国
旧
七
戸
郵
便
局

上
北
郡
七
戸
町

字
七
戸
141

昭
和
３
年
建
築
｡
そ
の
外
観
は
昭
和
初
期
の
意
匠
の
流
れ
を
よ
く
示
し

て
い
る
｡

⑮

県

重
宝

見
町
観
音
堂

上
北
郡
七
戸
町
見
町

37� ２
江
戸
時
代
中
期
｡
正
面
３
間
・
側
面
３
間
で
宝
形
造
茅
茸
の
仏
堂

⑫

県
鯨
骨
製
青
龍
刀
形
骨
器

・
鹿
角
製
尖
頭
器

・
猪
牙
製
垂
飾
品

・
鹿
角
製
�
状
品

上
北
郡
七
戸
町

字
森
の
上
210

縄
文
時
代
前
期
・
中
期
｡
漁
具
の
ヤ
ス
又
は
銛
の
未
製
品
､
針
等
の
利

用
｡
ブ
ロ
ー
チ
｡

⑥

県
青
岩
寺
本
堂

上
北
郡
七
戸
町
字
町
７
天
正
10年

(1582)
に
現
在
の
地
に
移
築
さ
れ
た
が
､
そ
の
後
の
火
災

に
よ
り
焼
失
｡
現
在
の
建
物
は
1855年

に
再
建
さ
れ
た
｡

⑪

県
史
跡

一
里
塚

上
北
郡
七
戸
町

字
卒
古
沢
11

1604年
､
徳
川
家
康
の
命
に
よ
り
､
日
本
橋
を
基
点
と
し
､
一
里

(3.93㎞
)
ご
と
に
､
里
程
標
と
し
て
全
国
主
要
街
道
に
築
か
せ
た
も

の
｡

③

県
一
里
塚

上
北
郡
七
戸
町

字
森
ノ
上
51

・
森
ノ
下
55

⑤

県
有
形
民

俗
文
化

財
舟
ヶ
沢
の
丸
木
舟

東
北
町
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
展
示

・
上
北
郡
東
北
町

塔
ノ
沢
１

用
材
は
杉
で
480年

ほ
ど
前
に
伐
採
し
製
作
し
た
説
が
あ
る
｡
小
川
原

湖
上
で
の
人
や
物
の
運
搬
､
沿
岸
漁
業
民
の
生
活
の
歴
史
の
手
が
か
り

と
な
る
｡

②

県
天
然
記

念
物

小
川
原
湖
の

ハ
ク
チ
ョ
ウ

上
北
郡
・
三
沢
市

小
川
原
湖
沼
郡
は
中
継
・
休
憩
地
｡
11～
12月
・
２
～
３
月
に
多
い
｡

オ
オ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
・
コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
の
両
種
が
飛
来
し
､
1200羽

の
記

録
が
あ
る
｡

①

県
銀
南
の
木

上
北
郡
七
戸
町
銀
南
木
推
定
樹
齢
700年

､
樹
高
26ｍ

・
近
郷
の
人
々
に
は
｢乳
の
出
が
よ
く

な
る
樹
｣
と
崇
拝
さ
れ
て
い
る
｡

⑧

10
11

注
：
地
図
番
号
は
､
次
頁
の
下
側
に
あ
る
地
図
中
の
番
号
と
対
応
し
て
い
ま
す
｡



平成19年３月19日 月曜日 青 森 県 報 ( )号外第14号
1.3
治
水
の
現
状
と
課
題

1.3.1
主
な
洪
水
被
害

近
年
の
高
瀬
川
水
系
に
お
け
る
代
表
的
な
既
往
洪
水
に
よ
る
被
害
状
況
は
､
以
下
の
通
り
で
す
｡

七
戸
川
浸
水
状
況
(H
2.10

洪
水
)

古
間
木
川
浸
水
状
況
(H
11.10

洪
水
)

�

J
R

12
13

年
度
異
常
気
象
名

発
生

年
月
日

流
域
平
均

２
日
雨
量

甲
地
橋
上
流

(㎜
)

水
害
区
域
面
積
(ha)

被
災
家
屋

棟
数
(棟
)
一
般
資
産

被
害
(千
円
)

農
地

宅
地
､

ほ
か

合
計

S55
豪
雨

S55.8.28
166

442.5
14.1

456.6
365,759

S56
台
風
15号

S56.8.21
179

154.0
2.1

156.1
6

167,398
S57

豪
雨

S57.5.21
116

778.1
97.8

875.9
18

52,117
S61

台
風
10号

S61.8.5
154

75.2
5.2

80.5
34,451

H
1
降
雨
・
落
雷
H
1.10.14

119
20.4

0.1
20.5

2
1,160

H
2

豪
雨

H
2.10.27

212
459.1

59.1
518.2

685
2,082,076

H
5

台
風
7号

H
5.7.28

121
118.7

0.0
118.7

H
6

前
線

H
6.9.15

147
139.5

7.2
146.7

88
128,434

H
10

豪
雨

H
10.9.30

183
316.7

1.4
318.1

12
31,502

H
11

豪
雨

H
11.10.28

180
82.3

17.0
99.2

60
162,910

H
13

台
風
15号

H
13.9.11

132
4.1

0.0
4.1

65
126,498

H
14

台
風
6号

H
14.7.10

96
34.8

4.8
39.6

22
85,273

表
1
� 2
近
年
に
お
け
る
高
瀬
川
水
系
の
主
要
な
洪
水
被
害
状
況

資
料
：
水
害
統
計
国
土
交
通
省
河
川
局

浜
街
道
踏
切
付
近

H
11.10

浸
水
状
況
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1.3.2

治
水
の
沿
革

高
瀬
川
水
系
の
治
水
事
業
は
､
昭
和
７
年
に
青
森
県
が
高
瀬
川
(七
戸
川
)
の
計
画
高
水
流
量
560

�
/sと
し
､
高
瀬
川
(七
戸
川
)
､
坪
川
お
よ
び
赤
川
の
改
修
を
実
施
し
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
｡

�
七
戸
川

七
戸
川
で
は
､
小
川
原
湖
か
ら
大
浦
地
先
ま
で
約
9.1㎞

に
お
い
て
昭
和
７
年
度
か
ら
昭
和
12

年
度
に
か
け
て
七
戸
川
中
小
河
川
改
修
事
業
お
よ
び
災
害
復
旧
事
業
等
を
実
施
し
ま
し
た
｡
ま
た
､

七
戸
町
内
の
0.9㎞

で
は
､
昭
和
41年

10月
の
集
中
豪
雨
を
契
機
に
､
局
部
改
良
事
業
に
て
昭
和

43年
度
か
ら
計
画
高
水
流
量
520

�
/sに
対
し
て
暫
定
240

�
/sで
改
修
に
着
手
し
､
昭
和
55年

度
以
降
は
中
小
河
川
改
修
事
業
(現
在
は
広
域
基
幹
河
川
改
修
事
業
)
に
よ
り
改
修
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
｡

�
赤
川

赤
川
は
､
七
戸
川
合
流
点
よ
り
乙
供
地
先
JR
橋
ま
で
約
6.2㎞

区
間
が
戦
前
か
ら
改
修
が
進
め

ら
れ
て
き
ま
し
た
が
､
改
修
中
の
度
重
な
る
出
水
の
た
め
､
上
流
部
に
あ
た
る
乙
供
地
先
0.8㎞

間
に
お
い
て
､
計
画
高
水
流
量
150

�
/sで
改
修
を
行
い
ま
し
た
｡
ま
た
､
下
流
5.4㎞

区
間
に
つ

い
て
は
､
昭
和
53年

度
か
ら
局
部
改
良
事
業
に
て
計
画
高
水
流
量
300

�
/sで
改
修
に
着
手
し
､

昭
和
55年
度
以
降
は
中
小
河
川
改
修
事
業
(現
在
は
広
域
基
幹
河
川
改
修
事
業
)
に
取
り
込
み
改

修
を
進
め
て
い
ま
す
｡

�
坪
川

坪
川
は
､
七
戸
川
合
流
点
か
ら
の
約
2.8㎞

が
七
戸
川
中
小
河
川
改
修
事
業
と
し
て
戦
前
に
整

備
さ
れ
ま
し
た
｡
そ
の
上
流
､
中
野
川
合
流
点
ま
で
の
約
1.0㎞

に
つ
い
て
は
､
昭
和
43年

度
か

ら
局
部
改
良
事
業
に
て
改
修
に
着
手
し
､
昭
和
55年

度
以
降
は
そ
れ
ら
を
合
計
し
た
3.7㎞

区
間

を
､
中
小
河
川
改
修
事
業
(現
在
は
広
域
基
幹
河
川
改
修
事
業
)
に
取
り
込
ん
で
改
修
を
進
め
て

い
ま
す
｡
ま
た
上
流
域
に
あ
る
坪
地
内
の
1.5㎞

間
と
､
原
子
・
白
石
地
内
の
1.9㎞

間
は
､
昭
和

41年
度
か
ら
災
害
関
連
事
業
と
し
て
改
修
に
着
手
し
､
昭
和
44年
度
に
完
成
し
て
い
ま
す
｡

�
中
野
川

中
野
川
で
は
､
国
道
橋
下
流
約
3.3㎞

区
間
が
､
局
部
改
良
事
業
に
て
昭
和
38年

度
か
ら
計
画

高
水
流
量
320

�
/sで
改
修
に
着
手
し
ま
し
た
｡
そ
の
後
､
要
改
修
延
長
が
5.6㎞

と
な
っ
た
た
め
､

昭
和
40年
度
か
ら
小
規
模
改
修
事
業
に
格
上
げ
さ
れ
､
昭
和
53年
度
に
完
成
し
て
い
ま
す
｡

�
姉
沼
川
､
古
間
木
川

姉
沼
川
に
お
け
る
姉
沼
か
ら
古
間
木
川
合
流
点
ま
で
の
2.6㎞

､
古
間
木
川
に
お
け
る
姉
沼
川

合
流
点
か
ら
東
北
本
線
の
跨
線
橋
地
点
ま
で
の
2.1㎞

は
､
昭
和
50年

度
か
ら
の
障
害
防
止
対
策

事
業
に
よ
り
､
姉
沼
川
区
間
の
計
画
高
水
流
量
40

�
/s～
30

�
/s､
古
間
木
川
区
間
の
計
画
高
水

流
量
20�
/sの
改
修
を
行
い
ま
し
た
｡

ま
た
､
跨
線
橋
地
点
下
の
JR
横
断
部
160ｍ

は
､
流
量
20

�
/sの
計
画
で
三
沢
市
に
よ
る
改
修

が
昭
和
59年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て
お
り
､
平
成
元
年
度
に
完
成
し
ま
し
た
｡

跨
線
橋
地
点
よ
り
上
流
の
市
街
地
部
は
､
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
川
幅
２
～
３
ｍ
の
小
水
路
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
､
平
成
８
年
度
か
ら
1.1㎞

を
小
規
模
河
川
改
修
事
業
(現
在
は
総
合
流
域
防
災
事

業
)
と
し
て
改
修
に
着
手
し
､
そ
の
う
ち
､
特
に
床
上
浸
水
が
頻
発
し
た
0.7㎞

区
間
を
､
平
成

13年
度
か
ら
床
上
浸
水
対
策
特
別
緊
急
事
業
と
し
て
重
点
的
に
河
川
改
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
｡

�
土
場
川

土
場
川
は
､
国
営
三
本
木
原
開
拓
事
業
の
一
環
と
し
て
､
昭
和
34年
度
か
ら
昭
和
39年
度
に
わ

た
っ
て
農
林
水
産
省
に
よ
り
改
修
さ
れ
ま
し
た
｡
計
画
高
水
流
量
は
120

�
/s､
改
修
区
間
は
小

川
原
湖
合
流
点
よ
り
6.1㎞

上
流
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
｡

�
砂
土
路
川

砂
土
路
川
は
､
県
営
土
地
改
良
事
業
に
よ
り
､
昭
和
29年
頃
ま
で
に
は
小
川
原
湖
か
ら
国
道
４

号
道
路
橋
ま
で
の
11.3㎞

が
改
修
さ
れ
ま
し
た
｡

昭
和
55年
４
月
か
ら
は
河
川
改
修
事
業
に
着
手
し
､
局
部
改
良
事
業
と
し
て
河
口
か
ら
東
北
本

線
ま
で
の
1.0㎞

を
計
画
高
水
流
量
95

�
/sに
定
め
ま
し
た
｡
そ
の
後
､
昭
和
55年

８
月
23日

の
洪

水
を
契
機
に
計
画
高
水
流
量
の
増
､
区
間
延
長
等
の
検
討
を
行
い
､
計
画
高
水
流
量
を
150

�
/s

と
し
､
区
間
を
河
口
か
ら
昔
堤
寺
橋
直
上
流
ま
で
の
1.85㎞

に
延
長
し
､
昭
和
61年

度
に
完
成
し

ま
し
た
｡

�
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1.3.3

治
水
の
現
状
と
課
題

流
域
全
般
に
関
し
て
い
え
ば
､
小
川
原
湖
周
辺
で
は
土
地
が
低
い
た
め
､
湖
水
位
の
影
響
を
受
け

や
す
く
､
県
管
理
区
間
の
河
川
は
､
未
改
修
部
分
の
流
下
能
力
が
小
さ
い
た
め
､
浸
水
被
害
が
頻
発

す
る
状
況
に
あ
り
ま
す
｡

ま
た
､
三
沢
市
の
中
心
市
街
地
を
流
下
す
る
古
間
木
川
は
､
JR
東
北
本
線
跨
線
橋
地
点
よ
り
上

流
の
市
街
地
部
に
お
い
て
は
､
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
川
幅
２
～
３
ｍ
の
小
水
路
で
､
そ
の
上
流
も
柵

渠
河
道
で
川
幅
３
～
５
ｍ
程
度
と
極
め
て
狭
く
､
河
積
が
小
さ
い
状
況
に
あ
り
ま
す
｡

こ
の
た
め
､
ほ
ぼ
毎
年
の
よ
う
に
河
道
周
辺
の
浸
水
被
害
が
発
生
し
､
JR
三
沢
駅
構
内
の
東
北

線
線
路
敷
ま
で
浸
水
被
害
を
受
け
て
い
ま
す
｡

こ
れ
ら
の
よ
う
な
浸
水
被
害
を
軽
減
さ
せ
る
た
め
､
早
急
な
河
川
改
修
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
｡

��
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1.4
水
利
用
お
よ
び
水
量
､
水
質
の
現
状
と
課
題

1.4.1
水
利
用
の
現
状

高
瀬
川
(七
戸
川
)
の
流
況
は
､
平
成
５
年
か
ら
平
成
14年
ま
で
の
流
量
デ
ー
タ
に
よ
る
と
､
平

均
渇
水
流
量
が
5.6�

/s､
平
均
低
水
流
量
が
7.8�

/sと
な
っ
て
い
ま
す
｡

ま
た
､
赤
川
で
平
均
渇
水
流
量
が
0.5

�
/s､
平
均
低
水
流
量
が
0.7

�
/s､
土
場
川
で
平
均
渇
水
流

量
が
1.1

�
/s､
平
均
低
水
流
量
が
1.5

�
/s､
砂
土
路
川
で
平
均
渇
水
流
量
が
1.2

�
/s､
平
均
低
水
流

量
が
1.7�

/s､
姉
沼
川
で
平
均
渇
水
流
量
が
0.5�

/s､
平
均
低
水
流
量
が
0.8�

/sと
な
っ
て
い
ま
す
｡

高
瀬
川
水
系
に
お
け
る
現
況
の
水
利
用
と
し
て
は
､
ほ
と
ん
ど
が
か
ん
が
い
用
水
と
し
て
約
6,600

haの
耕
地
を
潤
し
て
お
り
､
最
大
約
30

�
/sの
取
水
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
｡
か
ん
が
い
用
水
以
外
の

取
水
と
し
て
は
､
七
戸
町
へ
の
上
水
道
､
米
軍
へ
の
工
業
用
水
等
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
｡

1.4.2
水
質
の
現
状

高
瀬
川
水
系
に
お
け
る
水
質
汚
濁
に
係
る
環
境
基
準
の
類
型
指
定
は
､
河
川
に
つ
い
て
､
高
瀬
川

本
川
(上
流
の
七
戸
川
を
含
む
)
お
よ
び
小
川
原
湖
流
入
主
要
支
川
に
､
Ａ
類
型
(B
O
D
2㎎
/�
以

下
)
ま
た
は
Ｂ
類
型
(B
O
D
3㎎
/�
以
下
)
の
指
定
が
さ
れ
て
い
ま
す
｡

水
質
の
観
測
地
点
や
近
年
10か
年
に
お
け
る
観
測
結
果
を
次
頁
に
示
し
ま
す
が
､
七
戸
川
お
よ
び

そ
の
支
川
は
Ａ
類
型
の
類
型
指
定
が
な
さ
れ
､
近
年
10か
年
の
推
移
を
見
る
と
､
七
戸
川
､
坪
川
､

作
田
川
で
は
環
境
基
準
(B
O
D
75%
値
で
)
を
満
た
し
て
い
る
も
の
の
､
赤
川
で
は
環
境
基
準
を
上

回
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
｡

ま
た
､
砂
土
路
川
や
土
場
川
も
Ａ
類
型
の
類
型
指
定
が
さ
れ
て
お
り
､
土
場
川
で
環
境
基
準
を
超

え
る
年
は
あ
る
も
の
の
､
概
ね
環
境
基
準
を
満
た
し
て
お
り
ま
す
｡
ほ
か
に
姉
沼
川
と
古
間
木
川
は

Ｂ
類
型
の
類
型
指
定
が
さ
れ
て
お
り
､
姉
沼
川
で
は
環
境
基
準
を
満
た
す
も
の
の
､
古
間
木
川
で
は

基
準
値
を
上
回
る
状
況
に
あ
り
ま
す
｡

ほ
か
に
､
内
沼
お
よ
び
姉
沼
に
つ
い
て
は
､
Ａ
類
型
の
類
型
指
定
が
さ
れ
て
い
ま
す
が
､
経
年
的

に
環
境
基
準
値
(C
O
D
75%
値
で
3㎎
/�
)
を
上
回
る
状
況
に
あ
り
ま
す
｡

1.4.3
水
利
用
お
よ
び
水
量
､
水
質
の
課
題

高
瀬
川
の
水
利
用
は
､
農
業
用
水
が
主
体
と
な
っ
て
お
り
､
至
近
10か
年
に
お
い
て
稲
の
立
ち
枯

れ
等
の
渇
水
被
害
も
な
く
､
安
定
し
た
取
水
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
｡
今
後
と
も
安
定
し
た
取
水
が
行

わ
れ
る
よ
う
適
正
な
利
水
管
理
に
努
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
｡

水
質
に
つ
い
て
は
､
環
境
基
準
を
満
た
す
区
域
で
は
､
今
後
と
も
良
好
な
水
質
の
維
持
を
目
指
し
､

基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
区
域
で
は
､
関
係
自
治
体
を
は
じ
め
流
域
全
体
で
保
全
・
改
善
対
策
等
に

取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
｡

ま
た
､
平
成
17年

４
月
現
在
で
青
森
県
全
体
の
下
水
道
普
及
率
は
約
60%
と
な
っ
て
お
り
､
こ
れ

に
対
し
流
域
市
町
村
の
下
水
道
普
及
率
は
約
57%
と
や
や
低
く
､
特
に
高
瀬
川
流
域
上
流
に
位
置
す

る
七
戸
町
､
東
北
町
の
下
水
道
普
及
率
が
低
く
な
っ
て
い
ま
す
｡

��
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図
1
� 10

流
域
内
市
町
村
別
の
下
水
道
普
及
率
(H
17.4

青
森
県
資
料
よ
り
)

1.5
河
川
環
境
の
現
状
と
課
題

高
瀬
川
流
域
で
は
､
西
部
の
八
甲
田
山
系
の
標
高
1,000ｍ

か
ら
小
川
原
湖
付
近
の
標
高
０
ｍ
近

く
ま
で
､
1,000ｍ

の
標
高
差
が
あ
り
､
冷
温
帯
か
ら
低
地
帯
に
い
た
る
幅
広
い
植
物
相
が
見
ら
れ

ま
す
｡
こ
の
よ
う
に
高
瀬
川
流
域
は
､
特
に
そ
の
上
流
部
を
中
心
に
､
豊
か
な
自
然
が
多
く
残
さ
れ

て
い
る
地
域
と
い
え
ま
す
｡

ま
た
､
小
川
原
湖
に
注
ぐ
各
河
川
も
自
然
が
多
く
残
さ
れ
た
河
川
が
多
く
､
全
体
的
に
､
水
と
緑

が
調
和
し
た
良
好
な
自
然
河
川
的
な
景
観
を
有
す
る
河
川
で
あ
り
ま
す
｡

そ
の
た
め
､
流
域
の
豊
か
な
自
然
環
境
､
多
様
な
生
態
系
を
守
っ
て
い
く
と
と
も
に
､
高
瀬
川
の

良
好
な
河
川
環
境
や
河
川
景
観
の
保
全
・
創
出
に
配
慮
し
た
河
川
整
備
が
望
ま
れ
ま
す
｡

な
お
､
河
川
環
境
に
関
連
す
る
条
例
と
し
て
｢青
森
県
ふ
る
さ
と
の
森
と
川
と
海
の
保
全
及
び
創

造
に
関
す
る
条
例
｣
が
制
定
さ
れ
て
お
り
､
青
森
県
の
森
林
､
河
川
､
海
岸
が
で
き
る
限
り
自
然
の

状
態
で
維
持
さ
れ
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
､
河
川
環
境
の
保
全
に
努
め
て
い
ま
す
｡

２
.
河
川
整
備
計
画
の
目
標
に
関
す
る
事
項

2.1
計
画
対
象
区
間

計
画
対
象
区
間
は
､
高
瀬
川
水
系
の
う
ち
青
森
県
知
事
が
管
理
す
る
区
間
と
し
ま
す
｡

��
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河
川
・
湖
沼
名

区
域

指
定
区
間
延
長
(㎞
)

高
瀬
川

小
川
原
湖
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

27.2

前
川

小
川
原
湖
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

0.9

高
瀬
川
放
水
路

小
川
原
湖
分
派
点
～
河
口

1.7

内
沼

－
4.4

姉
沼
川

小
川
原
湖
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

9.0

古
間
木
川

姉
沼
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

4.6

氷
沢
川

古
間
木
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

0.6

砂
土
路
川

小
川
原
湖
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

11.3

流
川

小
川
原
湖
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

0.3

津
花
川

小
川
原
湖
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

0.3

土
場
川

小
川
原
湖
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

6.3

赤
川

高
瀬
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

8.3

坪
川

高
瀬
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

25.1

二
ツ
森
川

坪
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

6.3

中
野
川

坪
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

11.7

市
ノ
渡
川

中
野
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

4.2

栗
ノ
木
沢
川

市
ノ
渡
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

2.4

小
坪
川

坪
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

2.7

川
去
川

高
瀬
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

7.3

大
林
川

高
瀬
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

5.5

作
田
川

高
瀬
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

10.7

大
作
沢
川

作
田
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

0.8

鳥
谷
沢
川

高
瀬
川
合
流
点
～
指
定
区
間
上
流
端

0.8

表
2
� 1
整
備
計
画
対
象
区
間



平成19年３月19日 月曜日 青 森 県 報( ) 号外第14号
2.2
計
画
対
象
期
間

河
川
の
整
備
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
計
画
対
象
期
間
は
､
概
ね
30年
間
と
し
ま
す
｡

な
お
､
本
計
画
は
､
現
時
点
の
流
域
の
社
会
状
況
､
自
然
状
況
､
河
道
状
況
に
基
づ
い
て
策
定
さ

れ
た
も
の
で
す
｡
そ
の
た
め
､
策
定
後
の
こ
れ
ら
の
状
況
の
変
化
や
新
た
な
知
見
､
技
術
の
進
歩
等

の
変
化
に
よ
り
､
適
宜
見
直
し
ま
す
｡

2.3
河
川
整
備
計
画
の
目
標

2.3.1
洪
水
に
よ
る
災
害
発
生
の
防
止
ま
た
は
軽
減
に
関
す
る
事
項

整
備
計
画
は
､
各
地
区
で
近
年
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
洪
水
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
規
模
を

定
め
る
も
の
と
し
ま
す
｡

高
瀬
川
(七
戸
川
；
支
川
含
む
)
に
お
け
る
対
象
期
間
内
で
の
当
面
の
整
備
規
模
は
､
戦
後
最
大

規
模
の
洪
水
で
あ
る
昭
和
33年
９
月
洪
水
や
昭
和
41年
６
月
洪
水
､
昭
和
41年
10月
洪
水
､
平
成
２

年
10月
洪
水
､
平
成
11年
10月
洪
水
､
平
成
14年
８
月
洪
水
を
安
全
に
流
下
さ
せ
る
も
の
と
し
､
甲

地
橋
地
点
で
1,700

�
/s
(概
ね
50年

に
１
回
程
度
発
生
す
る
と
予
想
さ
れ
る
洪
水
)
を
整
備
計
画
目

標
流
量
と
し
て
設
定
し
ま
す
｡

古
間
木
川
に
つ
い
て
は
､
近
年
の
主
要
な
洪
水
で
あ
る
平
成
6年
9月
洪
水
､
平
成
11年
10月
洪
水
､

平
成
13年
9月
洪
水
､
平
成
14年
9月
洪
水
を
安
全
に
流
下
さ
せ
る
も
の
と
し
､
古
間
木
一
号
橋
で
16

�
/s
(概
ね
5年
に
１
回
程
度
発
生
す
る
と
予
想
さ
れ
る
洪
水
)
を
整
備
計
画
目
標
流
量
と
し
て
設

定
し
ま
す
｡

��

図
2
� 1
整
備
計
画
目
標
流
量
配
分
図
(七
戸
川
1/50

:
�
/s)

図
2
� 2
整
備
計
画
目
標
流
量
配
分
図
(古
間
木
川
1/5
:
�
/s)

22
23



平成19年３月19日 月曜日 青 森 県 報 ( )号外第14号
2.3.2

河
川
の
適
正
な
利
用
お
よ
び
流
水
の
正
常
な
機
能
維
持
に
関
す
る
事
項

河
川
水
の
適
正
な
利
用
に
関
し
て
は
､
限
り
あ
る
水
資
源
の
有
効
利
用
を
図
る
た
め
､
水
利
用
の

合
理
化
を
進
め
､
よ
り
適
正
な
水
利
用
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
努
め
ま
す
｡

ま
た
､
高
瀬
川
水
系
河
川
整
備
基
本
方
針
に
基
づ
き
､
動
植
物
の
生
息
・
生
育
や
良
好
な
水
質
の

確
保
な
ど
､
流
水
の
正
常
な
機
能
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
流
量
と
し
て
､
上
野
地
点
に
お
い
て

概
ね
2�
/sと
し
ま
す
｡

な
お
､
他
の
支
川
に
お
け
る
流
水
の
正
常
な
機
能
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
流
量
に
つ
い
て
は
､

今
後
､
河
川
流
況
及
び
水
利
用
状
況
の
把
握
を
行
い
､
動
植
物
の
生
息
・
生
育
状
況
等
に
つ
い
て
調

査
・
検
討
を
行
い
設
定
す
る
も
の
と
し
ま
す
｡

2.3.3
河
川
環
境
の
整
備
と
保
全
に
関
す
る
事
項

�
動
植
物
の
生
息
・
生
育
環
境
に
関
す
る
目
標

七
戸
川
を
は
じ
め
､
小
川
原
湖
へ
流
入
す
る
河
川
を
生
息
・
生
育
の
場
と
す
る
多
様
な
生
物
は
､

瀬
や
淵
､
水
際
の
植
生
な
ど
､
多
様
な
河
川
形
状
と
密
接
な
関
係
に
あ
り
ま
す
｡
河
川
の
整
備
に

際
し
て
は
､
こ
れ
ら
の
河
川
の
多
様
な
動
植
物
の
生
息
・
生
育
の
場
の
保
全
､
速
や
か
な
回
復
を

図
り
ま
す
｡

ま
た
､
外
来
生
物
法
(
｢特
定
外
来
生
物
に
よ
る
生
態
系
等
に
係
る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法

律
｣
)
の
対
象
と
な
る
外
来
種
に
つ
い
て
は
､
必
要
に
応
じ
て
関
係
行
政
機
関
等
と
連
携
を
図
り

対
応
し
ま
す
｡

�
水
質
に
関
す
る
目
標

小
川
原
湖
に
流
入
す
る
河
川
や
湖
沼
の
な
か
に
は
､
B
O
D
あ
る
い
は
C
O
D
で
環
境
基
準
を
超

え
る
も
の
も
あ
り
ま
す
｡
健
全
な
水
循
環
系
を
構
築
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
､
関
係
部
局
､
流
域

自
治
体
お
よ
び
流
域
住
民
と
の
協
力
・
連
携
や
､
流
域
に
お
け
る
下
水
道
整
備
を
含
む
生
活
排
水

対
策
等
の
関
連
事
業
と
の
連
携
､
水
質
改
善
に
関
す
る
住
民
へ
の
啓
発
活
動
な
ど
を
通
じ
て
､
河

川
や
湖
沼
の
水
質
の
向
上
に
努
め
ま
す
｡

�
景
観
に
関
す
る
目
標

高
瀬
川
流
域
は
､
小
川
原
湖
を
は
じ
め
､
山
地
か
ら
水
田
地
帯
ま
で
の
豊
か
な
自
然
を
備
え
た

水
辺
空
間
を
有
し
て
い
る
と
い
う
特
徴
を
踏
ま
え
､
こ
の
よ
う
な
景
観
を
維
持
､
保
全
す
る
よ
う

努
め
ま
す
｡

�
河
川
利
用
に
関
す
る
目
標

河
川
の
持
つ
豊
か
な
自
然
を
よ
り
身
近
な
も
の
と
し
､
積
極
的
に
河
川
に
ふ
れ
あ
う
場
､
環
境

学
習
が
で
き
る
場
と
な
る
よ
う
､
川
づ
く
り
に
努
め
ま
す
｡

ま
た
､
魚
類
等
の
生
息
環
境
の
保
全
や
､
下
流
部
に
位
置
す
る
高
瀬
川
､
小
川
原
湖
に
お
け
る
現

在
の
貴
重
な
自
然
環
境
を
保
全
す
る
た
め
に
は
､
そ
の
上
流
部
の
県
管
理
区
間
に
お
け
る
自
然
環
境

の
保
全
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
｡

��

24
25

河
川
名

地
点

確
保
す
る
流
量

高
瀬
川
(七
戸
川
)

上
野

お
お
む
ね
2�
/s

表
2
� 2
確
保
す
べ
き
流
量



平成19年３月19日 月曜日 青 森 県 報( ) 号外第14号
３
.
河
川
の
整
備
の
実
施
に
関
す
る
事
項

3.1
河
川
工
事
の
目
的
､
種
類
お
よ
び
施
工
場
所
並
び
に
当
該
工
事
の
施
工
に
よ
り
設
置
さ
れ
る
河

川
管
理
施
設
の
機
能
の
概
要

整
備
計
画
対
象
期
間
内
に
は
､
洪
水
時
の
水
位
を
低
下
さ
せ
､
浸
水
被
害
の
防
止
､
軽
減
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
､
以
下
の
場
所
に
お
い
て
､
築
堤
､
河
道
掘
削
等
に
よ
る
河
川
改
修
を
行
い
ま
す
｡

��

26
27

施
工
場
所
お
よ
び
施
工
区
間

施
工
延
長
(ｍ
)

施
工
内
容

七
戸
川

小
川
原
湖
合
流
点
～
作
田
川
合
流
点
直
上

14,600
築
堤
､
掘
削

赤
川

七
戸
川
合
流
点
～
JR
東
北
本
線
鉄
道
橋

1,800
築
堤
､
掘
削

坪
川

七
戸
川
合
流
点
～
中
野
川
合
流
点

3,700
築
堤
､
掘
削

作
田
川

七
戸
川
合
流
点
～
八
幡
橋
直
上

1,120
築
堤
､
掘
削

古
間
木
川

JR
東
北
本
線
跨
線
橋
～
第
二
調
節
池
下
流
端

1,100
築
堤
､
掘
削

表
3
� 1
河
川
工
事
の
施
工
場
所



平成19年３月19日 月曜日 青 森 県 報 ( )号外第14号
�
七
戸
川
､
赤
川
､
坪
川
､
作
田
川

七
戸
川
､
赤
川
､
坪
川
､
作
田
川
に
つ
い
て
は
､
目
標
と
す
る
規
模
の
流
量
を
安
全
に
流
下
さ

せ
る
た
め
､
河
道
の
拡
幅
や
､
築
堤
､
河
床
の
掘
削
を
行
い
ま
す
｡

ま
た
､
河
道
内
の
植
生
が
回
復
し
や
す
い
よ
う
土
羽
の
断
面
と
し
､
魚
類
な
ど
の
産
卵
場
所
と

な
る
水
草
が
生
息
で
き
る
よ
う
､
自
然
の
底
質
を
維
持
し
ま
す
｡
湖
水
位
の
影
響
が
無
い
区
間
で

は
､
動
植
物
の
生
息
に
配
慮
し
て
､
現
況
の
澪
筋
に
即
し
た
低
々
水
路
を
復
元
し
ま
す
｡
整
備
計

画
対
象
区
間
内
に
あ
る
既
存
の
堰
､
頭
首
工
を
改
築
す
る
際
に
は
､
魚
類
な
ど
の
遡
上
を
妨
げ
な

い
よ
う
､
適
切
に
魚
道
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
ま
す
｡

な
お
､
工
事
に
あ
た
っ
て
は
､
動
植
物
の
生
息
・
生
育
環
境
を
踏
ま
え
､
自
然
環
境
へ
の
影
響

が
軽
減
さ
れ
る
よ
う
､
そ
の
施
工
時
期
・
施
工
範
囲
に
配
慮
し
ま
す
｡

��

図
3
� 3

七
戸
川
横
断
図

28
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図
3
� 4
赤
川
横
断
図

図
3
� 5
坪
川
横
断
図

図
3
� 6
作
田
川
横
断
図

��
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平成19年３月19日 月曜日 青 森 県 報 ( )号外第14号
�
古
間
木
川

古
間
木
川
で
は
､
目
標
と
す
る
規
模
の
洪
水
を
安
全
に
流
下
さ
せ
る
た
め
､
河
道
の
拡
幅
や
､

築
堤
､
河
床
の
掘
削
を
行
い
ま
す
｡
ま
た
､
河
道
内
の
植
生
が
回
復
し
や
す
い
よ
う
土
羽
の
断
面

と
し
､
魚
類
な
ど
の
産
卵
場
所
と
な
る
水
草
が
生
息
で
き
る
よ
う
､
自
然
の
底
質
を
維
持
し
ま
す
｡

な
お
､
工
事
に
あ
た
っ
て
は
､
動
植
物
の
生
息
・
生
育
環
境
を
踏
ま
え
､
自
然
環
境
へ
の
影
響

が
軽
減
さ
れ
る
よ
う
､
そ
の
施
工
時
期
・
施
工
範
囲
に
配
慮
し
ま
す
｡

図
3
� 8
古
間
木
川
横
断
図

��
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平成19年３月19日 月曜日 青 森 県 報( ) 号外第14号
3.2
河
川
の
維
持
の
目
的
､
種
類
お
よ
び
施
工
の
場
所

3.2.1
河
川
の
維
持
の
基
本
と
な
る
べ
き
事
項

高
瀬
川
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
､
河
川
特
性
等
を
考
慮
し
､
洪
水
等
に
よ
る
災
害
の
防
止
・
軽

減
､
河
川
の
流
下
能
力
の
維
持
に
努
め
､
動
植
物
の
生
息
・
生
育
環
境
へ
の
影
響
を
考
慮
し
､
河
川

の
適
正
な
利
用
､
流
水
の
正
常
な
機
能
の
維
持
お
よ
び
河
川
環
境
の
保
全
と
維
持
の
た
め
､
河
川
の

利
用
者
や
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
つ
つ
住
民
の
協
力
を
得
な
が
ら
､
適
切
に
行
う
も
の
と
し
ま

す
｡

3.2.2
河
川
の
維
持
の
目
的
､
種
類

�
河
道
の
維
持

河
川
の
流
下
能
力
の
維
持
の
た
め
､
阻
害
と
な
る
堆
積
土
砂
や
草
木
は
､
必
要
に
応
じ
て
適
宜

こ
れ
ら
の
除
去
お
よ
び
伐
採
を
行
う
も
の
と
し
ま
す
｡
た
だ
し
､
実
施
に
際
し
て
は
自
然
環
境
に

配
慮
し
生
物
が
生
息
・
生
育
し
や
す
い
水
辺
空
間
の
確
保
を
考
慮
し
ま
す
｡

ま
た
､
青
森
県
河
川
愛
護
里
親
制
度
(P.2参

照
)
に
よ
る
県
か
ら
の
支
援
等
を
行
い
､
河
川

愛
護
団
体
や
地
域
住
民
と
の
協
働
に
よ
る
河
川
管
理
を
推
進
し
ま
す
｡

�
河
川
管
理
施
設
の
維
持
管
理

堤
防
､
護
岸
､
親
水
施
設
お
よ
び
排
水
樋
管
等
と
い
っ
た
河
川
管
理
施
設
の
機
能
維
持
の
た
め
､

定
期
的
な
河
川
巡
視
を
行
い
､
こ
れ
ら
の
施
設
に
つ
い
て
異
常
の
有
無
を
確
認
し
､
必
要
に
応
じ

て
適
宜
対
策
を
講
じ
ま
す
｡

�
河
川
環
境
管
理
の
推
進

河
川
環
境
に
関
す
る
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
､
ゴ
ミ
の
投
棄
な
ど
の
防
止
の
た
め
､
定
期
的
に

河
川
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
す
る
と
と
も
に
､
河
川
愛
護
団
体
や
地
域
住
民
と
の
情
報
交
換
等
の
相

互
協
力
に
よ
り
実
施
し
､
良
好
な
水
環
境
の
保
全
に
努
め
ま
す
｡

�
防
災
意
識
の
向
上

洪
水
被
害
を
防
止
・
軽
減
す
る
た
め
に
は
､
河
川
整
備
と
併
せ
地
域
住
民
一
人
一
人
の
防
災
意

識
を
高
め
､
洪
水
時
の
迅
速
か
つ
的
確
な
水
防
活
動
お
よ
び
警
戒
･避
難
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま

す
｡こ
の
た
め
､
平
時
か
ら
水
防
活
動
お
よ
び
警
戒
・
避
難
に
関
す
る
防
災
情
報
の
提
供
を
行
い
､

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
の
支
援
等
ソ
フ
ト
面
の
充
実
に
努
め
ま
す
｡

ま
た
､
平
成
17年
度
か
ら
七
戸
川
､
赤
川
を
水
位
情
報
周
知
河
川
と
し
て
指
定
し
､
避
難
の
一

つ
の
目
安
で
あ
る
特
別
警
戒
水
位
に
水
位
が
到
達
し
た
場
合
に
は
､
地
域
住
民
に
そ
の
周
知
を
行

う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
｡

４
.
そ
の
他
河
川
整
備
を
総
合
的
に
行
う
た
め
の
必
要
事
項

4.1
河
川
情
報
の
提
供
と
共
有
化

洪
水
時
・
災
害
時
は
､
河
川
情
報
(降
雨
量
､
水
位
等
)
や
防
災
情
報
(浸
水
状
況
､
避
難
情

報
等
)
の
収
集
を
行
い
､
関
係
機
関
に
速
や
か
に
伝
達
す
る
こ
と
で
､
迅
速
か
つ
的
確
な
河
川
情

報
の
提
供
に
努
め
､
情
報
の
共
有
化
を
図
り
ま
す
｡

ま
た
､
平
常
時
に
お
い
て
も
河
川
に
関
す
る
情
報
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
含
む
多
様
な
情
報

手
段
を
通
じ
て
公
開
お
よ
び
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
､
地
域
住
民
と
の
情
報
の
共
有
化
を
図
り
ま

す
｡

4.2
地
域
と
の
連
携

川
づ
く
り
を
地
域
と
と
も
に
進
め
て
い
く
た
め
に
､
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
関
係
機
関
と
の
連

携
を
積
極
的
に
図
る
と
と
も
に
､
市
町
村
の
ほ
か
､
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
個
人
等
が
､
川
を
中
心
と
し
た
活

動
を
共
有
で
き
る
よ
う
な
連
絡
協
議
会
等
の
協
力
体
制
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
｡

4.3
上
下
流
と
流
域
内
の
関
連
行
政
と
の
連
携

下
流
域
(小
川
原
湖
及
び
高
瀬
川
)
を
管
理
し
て
い
る
国
土
交
通
省
や
､
流
域
内
の
市
町
村
等
と

連
携
を
図
り
､
流
域
全
体
の
視
点
か
ら
高
瀬
川
河
川
整
備
計
画
を
進
め
て
い
き
ま
す
｡
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